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　　　　　　　　       　　発行日・２００７年４月１日

発行者・有志稲門会[Ｐ１２５]　 

　　 　　　会長　亀井禧精（昭３７政経）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	Ｐ１２５・創立１２５周年記念祝賀行動“長崎―早稲田大学１２５０キロウォークリレー”

	編集責任者　山口志朗（昭37政経）e-mail:shiro.y@wave.plala.or.jp fax/phone:03-5398-4060
　郵便番号179-0084　東京都練馬区氷川台2-7-27-210

	「長崎―早稲田１２５０キロウォークリレー」はスタートから４０日目の３月２８日、岡山県から兵庫県赤穂市に入った。
　ウォーク隊は岡山県下では参加者も比較的少なく、思索中心の旅を経験したが、兵庫県では一転して各都市で歓迎攻めにあうことになった。

４月１日現在リレーは全行程の半分を消化し、参加者も延べ３００人を超えた。

いよいよ桜満開の京阪神地区に入る。



	





　　　　　
　　　　

兵庫県から大阪府へ　旗、襷、通行手形は引き継がれていく
　　　　　　　　　　　
―――傷害保険のお知らせ 集合場所にて掛金を預ります
預り額100円/1区間(うち保険掛金50円/1人・1日＋大学へ記念寄付50円*)
保険金額

	死亡・後遺症傷害
	入　院（1日当り）
	通　院（1日当り）

	400万円
	1万円
	5千円

	契約期間　2007年2月18日～5月12日

ただし補償はその日のウォーキング出発から到着までのウォーキング中を対象とします
*大学への寄付は経費を差し引くことなくその全額をもって引き渡すものです


連絡・お問い合わせは　東京・山口志朗が情報センターとなります
（電話/fax03-5398-4060 ・mobile 090-4417-8714）　mail:  shiro.y@wave.plala.or.jp
◆別途企画＝2007年秋の首都圏125キロウォーク実現のために準備中



姫路・たつので大歓迎





赤穂からたつの～姫路の播磨の旅がはじまる。


たつのでは３月２９日夕刻早速西田正則市長の出迎えを受けた。姫路稲門会会長、柳谷義則氏の意を受けた校友のたつの市議、松井重樹氏の尽力で実現したものである。


西田市長は神戸への出張の帰りにまっすぐ我々の宿舎にまで来られ励ましてくれた。多忙の中を時間を割いて、通行手形の受け渡しに校友の井上恒氏とともに立ち会ってくださったのだ。この熱意に我々も改めて奮い立った。


       　　　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　


３１日の姫路の朝もまた晴れわたった。青空をバックに国宝姫路城がその偉容を示していた。前日３０日の午後、姫路城大手門に出迎えて下さった面々は、姫路市長代理、姫路市総務局秘書部長、前田敏則氏。姫路市職員の方々、姫路稲門会会長柳谷義則氏ご夫妻。浅野一裕氏、結城思聞氏、北純一氏、高井貴雄氏など稲門会の幹部の方々である。年度末の忙しい時にわざわざ出向いてこられた心栄えに我々も気持ちが高ぶった。


出迎えの場では神戸新聞の取材を受けた。折から姫路城を訪れていた観光客も、我々を取り巻いて質問を浴びせかける。柳谷会長も応対に大わらわだった。改めて早稲田人気の高さを痛感した、姫路城下での一コマであった。


その後は柳谷会長夫人郁子氏の懇切丁寧な案内で天守閣内を見学した。





　　　　　








　  25日；総社市―岡山市２０キロ　晴


　　      吉備路を行く。一帯は古代の豪族吉備津彦が割拠した所。かつて全国神社の総元締


　　　　　的存在だった総社を中心に南の倉敷市、岡山市に展がる広大な平野の中に古墳や


五重塔が見え隠れする。


　　26日；岡山市―長船町２０キロ　晴


　　　　　烏城、後楽園を右手に見ながら旭川、百間川を越えて銘刀のふる里、備前長船町を


　　　　　目指す。


　　27日；長船町―日生市２５キロ　晴


　　　　　長船を出て伊坂峠を越える。車も人も通らない山道をウオーク隊が独占して歩く。


　　　　　満開のミツバツツジやミモザが鮮やかだ。


　　28日；日生市―兵庫県赤穂市１５キロ　晴


日生は岡山県東部の漁港。町の前面に点在する瀬戸内の島嶼群を眺めながら海沿い


　　　　　の道を兵庫県赤穂市に向かう。


　　　　　　　


　














Ｐ１２５のホームページをご覧下さい　　� HYPERLINK "http://www.csi-net.jp/p125/index.html" ��http://www.csi-net.jp/p125/index.html�





　　　　　　Googleで「Ｐ１２５ウォークリレー」で検索しても出てきます








ウオークリレー・ドキュメント


3月21日；広島県福山市―岡山県井原市１７キロ　晴


　　　　　 午前９時、広島県府中稲門会の枝廣稔副会長、小川雅朗幹事長、林浩二事務局長


　 の見送りの中、当地校友の山本太重氏の先導で福山を出発する。山本氏がみずから


　 ワセダ・ウオーキング」の旗を掲げてくれる。藪路大峠を経て神辺本陣で頼山陽


　　　　　 ゆかりの地を訪ねる。


　　22日；井原市－岡山県矢掛町１３キロ　晴


　　　　　 春霞のかかる小田川沿いの田園地帯を東に進む。微風が心地よい。


　　23日；休養日


24日；矢掛町―総社市１８キロ　晴　


　　　　　 矢掛宿は小倉から大阪に至る山陽旧道(１３２里　５３０キロ)４９宿の西から数え


　　　　　 て３３番目の宿場町。山陽道の中でも旧姿が今なお生きている屈指の町である。


　　　　　 土地の名家石井氏が営んだ重要文化財の本陣、脇本陣を訪ねる。先代は稲門。














ウオークリレー・トピックス





早大校友会長崎県支部（原田延介会長）は、２月１８日長崎市で行われた「１２５０キロウォークリレー」出発式の模様を撮影したビデオを完成、関係者に配布を始めた。


5月１２日の東京最終区間では、西東京や杉並など地元稲門会が中心になってウォーキングするが、Ｐ１２５計画を聞きつけて、予報士稲門会、アドモン会など各分野の校友が参加を申し込んできており、最終的には参加者は数百人になる見込み。
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